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＜審査結果の要旨＞  
１ 

１） 本研究は、施設介護において介護職員による高齢者虐待がなぜ発生するのか、周囲の職員は

なぜ虐待を止められないのかを検証することを目的とした。特別養護老人ホームに働く１１

人への半構造化インタビュー調査による質的研究を行った。その結果、特別養護老人ホーム

では、「虐待が発生しやすい状況」により虐待が起こり、それが「虐待の傍観者」によって

見逃されていることが分かった。「虐待の傍観者」には、虐待が起こるのはやむを得ないと

いう「虐待観」と利用者が虐待されるのはやむを得ないという「個別例への虐待観」を虐待

者と共有していた。虐待を止められない理由には「施設内の人間関係」が強く影響しており、

施設形態による違いとして、従来型では職員同士の人間関係がストレスとなり、ユニット型

では人がいないために孤立して閉塞的な環境が、虐待の発生要因に大きく影響していた。 

２） 研究協力については事前に研究の目的、方法等を説明し、同意を得たうえで調査した。

本大学の研究倫理審査委員会の承認を得ている。分析、考察、結論とも適切である。 

３） 本研究の新規性は「虐待の傍観者｣に焦点を当て、なぜ虐待を見逃しているのを分析し、多

くの職員が虐待予備軍化している実態を明らかにした点とユニット型では閉鎖的な環境が

虐待の発生要因であることを実証したことにある。そのメカニズムの解明はこれまでの先行

研究にはなく、新鮮かつ本質を突くものとして高く評価できる。 

２、  審査会は２回開催し、初回審査では「虐待の傍観者」の分析が不十分な上、虐待者との関係

も不明なため、論理的な展開を求めた。さらに施設形態の違いによる虐待の発生状況の解析、

図表の修正を指示したところ、適切に追加、修正された。 

３、  口頭試問において適切に応答した。 

４、  以上の結果から、審査会の審査員全員は本論文が著者に博士（介護福祉・ケアマネジメント

学）の学位を授与するに十分な価値があるものと認めた。 
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